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近隣にお花見へ行き

ました！

皆様満開の桜や外の

空気に喜ばれていまし

た！しだれ桜に揃って

手を延ばされる姿も

見られましたよ🌸🌸

ヴェルディ八戸ノ里 ２０２５年度（令和７年）の取り組みについて

日頃より、ヴェルディ八戸ノ里各事業にご理解、ご協力、ご支援をいただきありがとうございます。ヴェルディ八

戸ノ里の、21年目の春がスタートし、今年度も心新たに地域社会に貢献できる事業運営を進めてまいります。ど

うぞよろしくお願いいたします。

さて、2023年5月に新型コロナウイルス感染症が5類に移行された後も、「医療・介護施設においては、当面の

間、従来の感染症対策を継続することが望ましい」との提言に基づき、ヴェルディ八戸ノ里含め、当法人すべて

の事業所において、感染症対策を継続してまいりました。2024年3月に政府より出された「コロナ感染症に関する

施策の終了」をうけ、昨年1年間感染状況の推移を追ってまいりましたが、一部感染情報はあるものの大きな感

染拡大に至っていないことや、大学病院を中心とした、通常の医療体制への移行、社会日常の変化の状況を考

慮し、この度当法人事業すべてにおいて、感染症対策を見直すこととし、緩和を段階的に行うことといたしました。

その一部としまして、「マスクの着用」について、自己判断（任意）とし、常時着用のお願いを終了します。ただ、以

下のような場合は、ご協力をお願いすることになりますので、あらかじめご了承ください。

1.発熱のある方、のどの痛み、せきやたんなどの風邪症状がある方は、マスクを着用してください。

また面会もお控えください。

2.インフルエンザ、新型コロナウイルス感染症等の流行期には、常時マスクの着用をお願いすること

があります。

3.職員においても、標準予防策に則り、適切な場面での装着となることをご了承ください。

感染は、無くなったものでも、無くなるものでもなく、今後も様々に新たな脅威として迫ってくると考えています。

ヴェルディ八戸ノ里では、その時々に応じた適切な対処、対応をしながら、リスクのみに偏らない日常を目指し、

季節行事や外出、外食など企画し、「楽しみの提供」にも職員一同努力してまいります。また、ご家族様との交流

の機会も多く持ちたいとも考えておりますのでどうぞご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。

今年度も、行動指針「ホスピタリティ（もてなす心）に満ちた接遇と職務を実行する」を継続し推進してまいります。

ご利用者様、ご家族様の思いに応えるサービスの提供を目指し、より顔と顔を合わせた、近い距離でのコミュニ

ケーション、対話、関係の構築を進め、「利用者様を中心とした、思いに応えるサービスの提供」に職員一同、関

係各事業者皆様とともに、より質の向上を目指し取り組み、努めてまいります。皆様には引き続きご指導ご鞭撻

をよろしくお願いいたします。

ヴェルディ八戸ノ里 施設長 米田歌子



ドライフラワーが

綺麗でした！

2AB
ハ―バリウム教室

部屋に

飾っています！

3CD春のおやつ会

旬のイチゴや

スイーツを口いっ

ぱいにほおばって

おられました♬

近くの公園に散歩に行っ

たり、お出かけして皆さ

ん楽しまれてました(^O^)



洋服や雑貨、アクセサリー、靴やお菓子など

豊富な品揃えでした。

当日はご家族様も大勢こられ、一緒に

お買い物を楽しまれました♡

2/16 出張デパート

デイサービスセンターもえぎ



次回の

くろがねもちの発行は

８月頃の予定
です!
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今年もお雛様を

昔を思い出され

とても素敵な笑顔を見せて下さいました

飾りました♪

将来、認知症などで判断能力が衰えた場合

に備えて、『成年後見人制度』を利用して、

後見人を選んでおくことができます。

『成年後見人制度』は、財産の管理や契約のときな

どに不利益をこうむったり、悪質商法の被害にあっ

たりしないように、権利と財産を守る制度です。詳

しくは、地域包括支援センターにご相談ください。

～成年後見等～
分からなくて悩んでいること

がございましたら、お気軽

にご相談下さい。

地域包括支援センターデイサービスセンターもえぎ

ケアプランセンターヴェルディ永和の長谷川です。昨年異動しケアマネジャーになって1年が過ぎました。

ケアマネジャーの仕事は、ケアプラン作成など事務作業もありますが、自宅に訪問しその方の生活環境や

今までの人生、これからの人生をどう過ごしていきたいかなどを聞き取り、その方の希望に添えるよう、

どうプランニングしていけばいいのかと考える事にやりがいを感じています。サービス事業所の方々、

家族様、その方を取り巻く多くの人々を一緒にチームになって支え、決してケアマネジャーが先頭に立つ

ことなく、先頭に立つのは利用者様という事を忘れず仕事に取り組んでいます。

色々と覚える事などたくさんあり最初は苦労しましたが、今は仕事がとても楽しいです。

長谷川→
←イラスト長谷川

似てます？笑

今回はスタッフ

長谷川の挨拶


